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一般質問とは一般質問とは
　一般質問とは、議員が市の行政（一般事務）全般にわたり、市側に対し事務執行の状況及び将来に対す
る方針などについて所信をただし、あるいは報告、説明を求め、または疑問をただすことをいいます。
　質問は、議会に上程された議案とは関係なく、市の行政全般について認められるもので、議案に関す
る質疑とは本質的に異なり、質問には意見を加えても差し支えないとされています。
　また、議員主導による政策論議であることから、質問する議員はもちろん、受ける執行機関も十分な
準備が必要であるため通告制になっています。
　本市議会では、質問の方法（一括か一問一答）を通告の際、議員が選択することになっています。議
場では、１回目は登壇して通告内容全てにわたり質問し、２回目からは自席で行います。

質　 質問の方法問の方法
【一括方式】
　第１回目の質問は通告した全ての質問をまとめて行い、再質問は必要なものを
まとめて行う方式。
　再質問の回数は２回までとし、質問時間は５０分以内。
【一問一答方式】
　第１回目の質問は通告した全ての質問をまとめて行い、再質問は１問ごとに行う方式。
　５０分の時間制限内であれば、再質問の回数は無制限。

 詳しい内容は詳しい内容は
会議録で会議録で 

　市議会だよりは、紙面の都合で発言の
一部を掲載しています。

　詳しくは、市役所内情報
公開コーナー、市立図書館、
市議会に備えてある会議録
をご覧ください。

　また、インターネットでも、会議録の
閲覧や検索ができます。市ホームページ
かアドレス（http://www.kaigiroku. 
net/kensaku/ayase/ayase.html）か 
らご利用ください。
　なお、１２月定例会の会議
録は、２月下旬から閲覧で
きる予定です。

畑
井　

陽
子

　

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
は
、
生
活
困
窮
状
態
か
ら
早
期

に
脱
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
個
々
の
生
活
課
題
解
決
に

向
け
て
包
括
的
か
つ
継
続
的
な
相

談
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

地
域
で
の
自
立
支
援
な
ど
が
必
要

と
な
る
。
市
は
、
相
談
に
来
ら
れ

な
い
方
の
た
め
に
積
極
的
に
働
き

掛
け
て
は
ど
う
か
。
地
域
で
生
活

困
窮
者
へ
の
自
立
支
援
体
制
を
整

え
て
お
く
こ
と
は
、
災
害
時
に
行

う
住
宅
な
ど
の
支
援
と
内
容
が
重

な
る
が
、
市
の
地
域
防
災
計
画
の

状
況
は
。
ま
た
、
家
計
の
問
題
を

丁
寧
に
捉
え
る
こ
と
で
、
病
気
や

Ｄ
Ｖ
な
ど
の
課
題
が
把
握
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、
家
計
相
談
支

援
事
業
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　

答　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら

包
括
的
・
継
続
的
な
生
活
困
窮

者
の
自
立
支
援
体
制
づ
く
り
を

　

問　

本
市
の
子
ど
も
貧
困
対
策

は
、
他
の
自
治
体
よ
り
遅
れ
て
い

る
。
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化

は
、
平
成　

年
７
月
か
ら
中
学
３

２９

年
生
ま
で
拡
充
さ
れ
る
が
、
４
月

か
ら
の
実
施
に
で
き
な
い
か
。
就

学
援
助
制
度
の
入
学
準
備
金
は
７

月
支
給
で
は
な
く
、
す
で
に
近
隣

市
で
も
実
施
し
て
い
る
制
服
な
ど

を
購
入
す
る
３
月
以
前
の
支
給
に

し
な
い
か
。
生
活
困
窮
世
帯
の
学

習
支
援
で
は
、
現
行
の
集
合
型
を

日
本
共
産
党　

上
田　

博
之

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
訪
問
型
の

実
施
も
必
要
で
は
。ま
た
、本
市
の

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
対
応
す
る

所
管
課
は
多
岐
に
わ
た
り
、
総
合

的
に
推
進
す
る
部
署
が
な
い
と
思

わ
れ
る
が
、
主
導
す
る
部
署
を
ど

う
位
置
付
け
て
い
る
の
か
。

　

答　

医
療
費
助
成
は
、
市
民
や

医
療
機
関
な
ど
へ
の
周
知
、
被
保

険
者
番
号
の
確
認
な
ど
が
必
要
な

た
め
、
平
成　

年
７
月
の
事
業
開

２９

始
に
向
け
準
備
し
て
い
る
。
入
学

準
備
金
は
、
他
市
と
の
制
度
の
違

い
が
あ
る
た
め
、
各
市
の
状
況
を

踏
ま
え
、
課
題
を
整
理
し
判
断
し

て
い
く
。
集
合
型
学
習
支
援
は
、

場
所
や
定
員
の
拡
充
を
考
え
て
お

り
、
訪
問
型
学
習
支
援
は
、
現
時

点
で
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
、

生
活
相
談
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
の
中
で
困
窮
状
態
に
気
付
い
た

部
署
が
主
体
と
な
り
、
関
係
各
課

と
の
綿
密
な
連
携
に
よ
る
支
援
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

開
通
後
の
交
通
安
全
対
策
を
」
を

質
問
）

子どもの貧困対

策が周辺市より

遅れている現状打開を

志
政
あ
や
せ　

武
藤　

俊
宏

　

問　

わ
が
国
は
生
活
環
境
の
改

善
や
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
世
界

有
数
の
長
寿
国
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
急
速
な
高
齢
化
と
と
も
に
、

生
活
習
慣
な
ど
を
原
因
と
す
る
高

血
圧
症
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
、
認
知
症
な
ど
の
要
介
護
状

態
に
な
る
方
の
増
加
が
深
刻
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
で

も
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
う

生
活
習
慣
病
や
介
護
を
必
要
と
し

な
い
た
め
の
予
防
対
策
が
必
要
と

考
え
る
。
国
が
定
め
た
健
康
日
本

　

で
は
、
国
民
の
健
康
増
進
の
総

２１合
的
な
推
進
を
図
る
５
つ
の
柱
を

策
定
し
て
い
る
が
、
市
で
は
健
康

寿
命
延
伸
と
健
康
格
差
縮
小
に
向

け
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　

答　

本
市
の
国
民
健
康
保
険
保

健
事
業
実
施
計
画
に
よ
り
、
特
定

健
康
診
査
対
象
者
で
、
生
活
習
慣

生
活
習
慣
の
変
化
に
伴
う
健
康

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
は

病
リ
ス
ク
が
高
い
と
診
断
さ
れ
た

方
に
対
し
、
受
診
勧
奨
通
知
や
、

保
健
師
と
管
理
栄
養
士
の
訪
問
に

よ
る
適
切
な
医
療
受
診
と
生
活
習

慣
病
改
善
の
支
援
を
行
い
、
健
康

寿
命
の
延
伸
と
、
健
康
格
差
の
縮

小
を
図
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。
平
成　

年
４
月
、
保
健
医
療

２８

セ
ン
タ
ー
に
、
市
民
自
ら
健
康
づ

く
り
の
意
識
を
も
っ
て
も
ら
う
た

め
、
健
康
度
を
測
定
で
き
る
５
つ

の
機
器
を
導
入
し
た
健
康
度
見
え

る
化
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
操
作

教
室
な
ど
を
実
施
し
て
市
民
の
継

続
的
な
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
環

境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
ほ
か
に
「
神
崎
遺
跡
資
料
館
に

つ
い
て
」
を
質
問
）

　

問　

米
国
の
次
期
大
統
領
ト
ラ

ン
プ
氏
は
、
報
道
で
財
政
難
な
ど

か
ら
米
国
は
世
界
の
軍
隊
や
警
察

官
を
す
る
余
裕
は
な
い
と
強
調

し
、駐
留
米
軍
経
費
は
、米
国
が
防

衛
し
て
い
る
同
盟
国
が
全
額
支
払

う
べ
き
と
述
べ
、
負
担
増
を
受
け

入
れ
な
け
れ
ば
、
防
衛
力
の
解
消

や
、
駐
留
米
軍
の
撤
退
も
示
唆
し

て
い
る
。
在
日
米
軍
は
、
戦
後
、

占
領
軍
が
居
座
り
続
け
、
米
国
の

都
合
で
配
置
し
て
い
る
も
の
で
あ

越
川　

好
昭

る
。
在
日
米
軍
基
地
を
抱
え
る
本

市
で
は
、
１
日
も
早
く
撤
退
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、
国
に

対
し
、
負
担
増
の
要
求
を
受
け
入

れ
な
い
よ
う
に
求
め
な
い
か
。

　

答　

ト
ラ
ン
プ
氏
が
日
米
間
の

安
全
保
障
の
枠
組
み
を
見
直
す
こ

と
も
辞
さ
な
い
よ
う
な
発
言
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
現
在
の
米
国
の
安
全
保
障
政

策
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
は
難
し

い
と
の
見
方
も
あ
る
。
今
後
、
日

米
両
国
で
在
日
米
軍
の
体
制
が
決

め
ら
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
厚
木

基
地
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

か
注
視
し
て
い
く
。
基
地
問
題
の

解
消
は
、
空
母
艦
載
機
部
隊
の
移

駐
が
航
空
機
騒
音
の
解
消
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
お
り
、引
き
続
き
、

確
実
に
実
施
す
る
よ
う
、
国
、
米

軍
な
ど
の
関
係
機
関
へ
の
申
し
入

れ
や
情
報
提
供
を
求
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
市
民
生
活

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
」
「
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
用
地

取
得
の
進 　
  �
状
況
に
つ
い
て
」

ち
ょ
く

「
寺
尾
上
土
棚
線
の
北
伸
に
つ
い

て
」
を
質
問
）

駐留米軍経費の

負担増を受け入

れないよう求めては

の
情
報
提
供
に
よ
り
生
活
困
窮
者

を
把
握
し
、
相
談
窓
口
に
結
び
つ

け
る
と
と
も
に
、
相
談
に
来
ら
れ

な
い
方
に
対
し
て
は
、
必
要
に
応

じ
て
訪
問
し
て
い
る
。
地
域
防
災

計
画
で
は
、
被
災
に
よ
り
生
活
保

護
を
必
要
と
す
る
方
々
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
相
談

窓
口
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
制
度

の
周
知
や
要
保
護
者
を
積
極
的
に

把
握
す
る
な
ど
の
規
定
が
あ
る
。

ま
た
、
家
計
相
談
支
援
事
業
は
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
任

意
事
業
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
、
可
能
な
限
り
生
活

困
窮
者
の
相
談
支
援
員
が
対
応

し
、
関
係
各
課
や
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
支
援
し
て
い
る
。市の木

「やまもみじ」


